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 申請者は，平成 16 年（2004 年）４月より平成 23 年（2011 年）３月までの７年間にアフリカツ
メガエル胚の組織修復能についての研究を行った。その成果は，本年，２編の原著論文としてま

















すべきであること；(2) 本研究では未検討の proton pump の関与についての検証を加えると，論
文の質がさらに上がること；(3) 創閉鎖過程に関し，本論文で申請者が便宜的に二分した stage I
と stage II では，それぞれどのような現象が起こり，またどのイオンチャネルが働くかという点
の検証が不十分であること；(4) actin filament の創縁部の集積は必要条件であって十分条件で
はないことが主論文では明示されていないこと；(5) ClC-3 の機能に関連する重要な事象として
創縁部の cell size の変動の検証がなされてないこと，(6) イオンチャネルの解析が，ClC-3 に
偏りがちであるが，ENaC の発現についても十分検証するべきであったこと，等の改善余地がある
という指摘があったが，申請者は，これらの指摘に対し，指摘内容の確認，同意，今後の検討策
の点で，逐一適切に対応した。 
 
 
 審査委員の総意として，主論文と今回の口頭発表全般に対し，本研究の新規性，明確性，計画
性，方法論，結果の提示の客観性，考察の深度等の点で，博士の学位に値するものと判定した。 
 
 
